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1．本村の概況と水道事業の歩み 

蓬田村は青森県北西部に位置し、津軽半島東側の陸奥湾沿岸に面しています。南側には青森

市、北側には外ヶ浜町が境を接しています。明治22年の町村制施行以来、一度も合併したことが

なく、２０１８（平成30）年には村制施行130周年を迎えました。 

総面積は80.84平方キロメートルで、南北に9キロメートル、東西に約11キロメートル広がってお

り、その約76％が山林です。耕地面積は1,170ヘクタールで、全体の約15％を占めています。平

地部には長い年月をかけて人々によって築かれた美田が広がっています。 

西部には津軽半島の脊梁である中山山脈が走っており、大倉岳（677メートル）、赤倉岳（563

メートル）、袴腰岳（627メートル）がそびえ立ちます。これらの山脈の麓から流れる4本の川は水量

が豊富であり、農業用水として利用される水田は「上磯地方の蔵」とも呼ばれています。 

蓬田村には9地区があり、１９９９（平成11）年から給水を開始し、２００２（平成14）年には全域へ

の供給を完了しました。将来的な水道事業の目標として、「安心」「安定」「持続」「環境」の4つの長

期的ビジョンを掲げた「水道ビジョン」を２００８（平成20）年度に策定しました。今後は、簡易水道

事業において持続可能な経営を図るべく、老朽化対策および長寿命化対策を実施していきます。 

 

 

 

  

Ⅰ 経営戦略の位置付け 
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2．総務省が推進する経営戦略策定及び改定の背景と目的 

（１）背景 

我が国においては、今後、急速な人口減少等に伴うサービス需要の減少や、施設の老朽化に伴

う更新需要の増大等、公営企業を取り巻く経営環境は一層厳しさを増すことが予想されます。  

各公営企業が将来にわたり住民生活に必要なサービスを安定的に提供していくためには、公営

企業会計の適用拡大や経営比較分析表を活用した「見える化」による現状分析に基づく経営戦略

の策定、抜本的な改革等の取組を通じ、経営基盤の強化と財政マネジメントの向上を図ることが

求められています。 

 

■図表 1-1 企業における更なる経営改革の推進 

 

※出典：総務省「令和 4 年度の公営企業関係主要施策に関する留意事項」について 
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（２）目的 

公営企業は、料金収入をもって経営を行う独立採算制を基本原則としながら、住民生活に身近

な社会資本を整備し、必要なサービスを提供する役割を果たしており、将来にわたりその本来の目

的である公共の福祉を増進していくことが必要です。 

したがって、経営環境が厳しさを増す中にあっても、事業、サービスの提供を安定的に継続でき

るよう、中長期的な視点に立った経営を行い、徹底した効率化、経営健全化に取り組むことが必要

となります。 

これらの課題や現状に対して総務省は、公営企業の中長期的な経営の基本計画である「経営戦

略」を企業ごとに策定し、それに基づく計画的かつ合理的な経営を行うことにより、経営基盤の強

化と財政マネジメントの向上を実現していくことを強く求めています。 

２０２2(令和４)年１月には総務省の「経営戦略策定・改定マニュアル」が改定となり、取組の進捗

状況と成果を一定期間ごとに評価、検証した上で、次の図の視点から実効性のある見直しが求め

られています。 

 

■経営戦略策定・改定マニュアル改定に伴い見直しが求められている事項 

❶  今後の人口減少等を加味した料金収入の的確な反映 

❷  減価償却率や耐用年数等に基づく施設の老朽化を踏まえた将来における所要の更新費用

の的確な反映 

❸  物価上昇等を反映した維持管理費、委託費、動力費等の上昇傾向等の的確な反映 

❹  ❶❷❸等を反映した上での収支を維持する上で必要となる経営改革（料金改定、広域化、

民間活用及び効率化、事業廃止等）の検討 

 

これらの内容を反映したうえで、策定及び改定した経営戦略に沿った取組等の状況を踏まえつ

つ、PDCAサイクルを通じて質を高めていくため、３年から５年ごとの見直しを行うことが重要とし

ています。 
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■図表 1-2 公営企業の「経営戦略」の策定・改定の推進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：総務省「地方公営企業の現状と課題」 
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1．本戦略の事業の現況 

（１）事業の現況（事業概要） 

本戦略の対象となる事業は蓬田村簡易水道事業で、事業概要は次のとおりです。 

 

■図表 2-1  事業概要 

  簡易水道事業 

事業創設認可 1997（平成 9）年 2月 6日 

供用開始 1999（平成 11）年 7月 1日 

法適・非適用区分 
法適用（一部適用 ） 

※2024（令和 6）年 4月 1日から 

計画給水人口 3,800人 

現在給水人口 2,349人 

有収水量密度  0.18千㎥ / ha 

2023（令和 5）年度 地方公営企業財政決算状況調査より 

  

Ⅱ 蓬田村水道事業の現状
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（２）料金体系の状況 

本村の料金体系は、用途別基本料金と従量制による料金に、水道メーター使用料を加算するも

のとして設定しています。 

 

■図表 2-2 料金体系及びメーター使用料（税抜き） 

用途 

基本料金（１月につき） 
メーター使

用料 基本水量 料金 
超過料金 1㎥につ

き 

一般用 10立方メートルまで 2,800円 130円 100円 

営農業用 10立方メートルまで 2,800円 130円 300円 

工業用 50立方メートルまで 14,000円 130円 1,000円 

臨時用 10立方メートルまで 3,700円 220円 500円 

 

 

（３）組織の状況 

本村の簡易水道事業については、建設課建設班が所管しています。 

職員体制は損益勘定職員、資本勘定職員合わせ、２名となっています。 

■図表2-3 組織の状況 

 

 

（４）これまでの主な経営健全化の取組（過去 10 年間） 

【各種経営健全化への取組】 

２０１６（平成２８）年度 蓬田村簡易水道事業経営戦略策定 

２０２４（令和６）年度  公営企業法適用（一部適用）により公営企業会計へ移行 

 

【給水効率の向上及び老朽化対策】 

２０２３（令和５）年度 スマートメーター設置 

２０２４（令和６）年度      〃 

 

  

蓬田村役場 建設課 建設班
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2．経営状況分析 

（１）有収水量と有収率の推移 

料金収入に影響を与える有収水量および有収率について、2014（平成26）年度から2023（令

和5）年度までの過去10年間で分析します。有収水量は配水量のうち料金徴収の対象となる水量

を表し、有収率は配水量のうち有収水量の割合を示します。有収率が高いほど、料金徴収の対象

とならない無収水量または無効水量が少なく、効率的であることを意味します。 

有収水量を見ると、2020（令和2）年度および2021（令和3）年度は、新型コロナウイルス感染

症対策による巣ごもり需要により一時的に増加しています。２０１４（平成26）年度を起点とすると、

給水人口の減少に伴い、徐々に有収水量は減少傾向にあります。なお、２０２３（令和5）年度は公

営企業会計移行に伴う打ち切り決算により有収水量が大幅に減少しています。 

有収水量の過去10か年平均は約173千㎥、有収率の平均は約87.8％です。 

 

■図表 2-4 有収水量／有収率の推移                 （単位：㎥、％） 
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（２）給水人口の推移 

給水人口の推移を示したものです。過去10か年で給水人口は２０１４（平成２６）年度をピークに

減少傾向となっています。 

本村において水道普及率は100％近くなっており、蓬田村人口ビジョンによると人口は減少する

と推計されているため、給水人口も減少していく見込みです。 

 

■図表 2-5 給水人口の推移                       （単位：人） 
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（３）料金収入及び料金単価の推移 

料金収入の推移を示しています。過去10年間で給水人口減少に伴い、料金収入も減少しまし

た。2020（令和２）年度はコロナ対策で一部が一般会計繰入金で補填されました。また、緊急物価

対策により2022（令和４）～2023（令和５）年度の水道料金も一部補填されています。有収水量1

㎥あたりの料金単価は、節水機器の発達や意識向上により2020（令和２）年度以降低下傾向で

す。今後も、給水人口減少により料金収入の減少が予測されます。 

 

■図2-6 料金収入の推移                                  （単位：千円、円） 
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（４）企業債残高の推移 

企業債残高の推移を示したものであり、過去10年間で企業債残高は減少傾向にあります。しか

し、直近10年間では投資が行われておらず、供用開始から25年を経過したため、今後は長寿命

化対策等の投資が増加すると予測されます。 

 

■図 2-7 企業債残高の推移                      （単位：千円） 
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（５）経営比較分析表による現状分析～青森県内各町村との比較～ 

経営比較分析表は、総務省が推進する「見える化」の一環として、経営指標の経年比較や他（類

似団体平均）公営企業との比較等を行い、現状や課題等を的確に把握するとともに、経営状況を

わかりやすく説明するため、策定し公表するものです。 

本戦略においては、経営比較分析表のうち次の経営指標について分析します。 

なお、比較は2022（令和4）年度時点で公営企業法非適用の青森県県内町村（以下、「県内町

村」とする）を対象とします。 

 

❶経常収支比率 

❷料金回収率 

❸給水原価 

 

■図 2-8 本村と県内町村の指標一覧（簡易水道事業） 

町村名 給水人口 

1か月 20

㎥当たり家

庭料金(円) 

1か月 10

㎥当たり家

庭料金(円) 

収益的収支比率 料金回収率 給水原価 

蓬田村 2,415 4,510 3,180 60.72  34.48  621.33  

今別村 2,218 6,520 3,640 65.40  36.31  859.62  

西目屋村 1,260 2,200 1,230 43.61  10.93  943.32  

大鰐町 116 3,300 2,000 82.56  15.18  1,708.74  

風間浦村 1,653 3,355 2,035 48.86  42.74  428.54  

佐井村 1,717 4,312 2,781 67.58  63.36  468.56  

三戸町 959 3,670 1,870 83.43  28.01  867.06  

五戸町 2,611 3,828 1,793 82.43  61.76  384.16  

新郷村 1,444 3,080 1,540 38.03  34.95  459.94  

平均 1,599 3,864 2,230 63.62  36.41  749.03  

※各自治体の経営比較分析表より作成 

  



 

12 

 

❶収益的収支比率 

 

基本算式：総収益／（総費用＋企業債償還金）×100（％） 

 

法非適用企業に用いる収益的収支比率は、給水収益や一般会計からの繰入金等の総収益で、

総費用に地方債償還金を加えた額をどの程度賄えているかを表す指標です。この比率は、基本的

に単年度の収支が黒字であることを示す１００％以上となることが求められます。 

数値が１００％未満の場合、単年度の収支が赤字であることを示していることから、経営改善に

向けた取組が必要となります。 

この指標が１００％以上の場合であっても、更なる費用削減や更新投資等に充てる財源が確保さ

れているか等、今後も健全経営を続けていくための改善点を洗い出すといった観点からの分析も

必要です。 

 

【ポイント】 

県内町村の 2022（令和 4）年度平均 63.62％より低い 60.72％ 

 

本村の財政状況はほぼ平均水準にありますが、100％を下回っているため、一般会計からの繰

入金への依存度が高い傾向にあります。総務省では毎年度、一般会計からの負担金について繰

出基準を示しています。この基準に従い、一般会計が負担・補助すべき必要経費として認められる

繰入金を基準内繰入金とし、基準外のものを基準外繰入金と呼びます。基準外繰入金は、通常、

現金収支不足（赤字補填）に対する補助分となります。 

本村における一般会計からの繰入金の直近5か年の推移は以下の表に示されています。また、

コロナ禍における料金減免分の補助金に関しては、直近3か年において一般会計からの繰入金が

増加傾向にあります。 

■図表 2-9 一般会計からの繰入金                          （単位：千円） 

項目 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

収益的収支 
基準内 17,595 8,830 8,349 16,151 15,651 

基準外 0 0 0 0 0 

資本的収支 
基準内 21,039 25,606 25,760 26,251 26,751 

基準外 3,767 0 20,115 26,656 18,600 

合計 42,401 34,436 54,224 69,058 61,002 
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❷料金回収率 

 

基本算式：供給単価／給水原価×100（％） 

 

料金回収率は、供給単価と給水原価との関係を見るものであり、この指標が100％を下回って

いる場合、給水に係る費用が給水収益以外の収入で賄われていることを意味します。数値が低く、

繰出基準に定める事由以外の繰出金によって収入不足を補塡しているような事業体にあっては、

適切な料金収入の確保が求められます。 

分析に当たっての留意点としては、経常収支比率と同様に、例えば、当該指標が100％以上の

場合であっても、更なる費用削減や更新投資等に充てる財源が確保されているかなど、今後も健

全経営を続けていくための改善点を洗い出すといった観点から分析する必要があります。 

 

【ポイント】 

県内町村の2022（令和4）年度平均36.41％より低い34.48％ 

 

本村の給水原価が供給単価を上回っているため、料金収入だけでは費用を賄いきれていませ

ん。定期的に料金体系を見直し、計画的な料金改定を検討する必要があります。 
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❸給水原価 

 

基本算式：総費用－(受託工事費＋企業債償還金)／年間有収水量（㎥） 

 

給水原価は、有収水量１㎥当たりについて、どれだけの費用がかかっているかを表す指標です。 

分析に当たっての留意点として、例えば、当該指標が類似団体との比較で低い場合であっても、

有収水量や経常費用の経年の変化等を踏まえた上で現状を分析し、今後の状況について将来推

計する必要があります。また、分析及び推計を基に、今後の料金回収率や住民サービスの更なる

向上のため、投資の効率化や維持管理費の削減といった経営改善の検討を行うことが必要です。 

 

【ポイント】 

県内町村の2022（令和4）年度平均749.03円より低い621.33円 

 

本村の給水原価は県内町村と比較して低いです。経費を限りなく圧縮しているためです。しかし

ながら、今後物価上昇や老朽化した施設維持の修繕に向けて経費増加も想定されます。 

このため、上昇する費用に対する収益の確保が必要となります。 
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（６）経営状況分析から見える本村の特徴 

前ページまでの検証結果をまとめると次のとおりです。 

 

❶料金収入が減少傾向  

○原因と今後の対策 

2020（令和２）年度から 2023（令和５）年度にかけては、新型コロナウイルス感染症対策や緊

急物価対策として、一般会計からの繰入金により料金収入減少への補填が行われましたが、全体

的には収益減少傾向が続いています。 

加えて、過去１０年間で給水人口は約６００人減少しており、給水戸数も減少傾向にあります。今

後も給水人口および給水戸数の減少が見込まれているため、収益の確保が喫緊の課題となってい

ます。 

 

❷企業債は減少も今後の老朽化対策に向けては計画的な実施が必要 

○原因と今後の対策 

供用開始以降、大きな投資は行っておりません。今後は老朽化対策や管路の耐震化など計画的

かつ継続的な更新、および費用の見直しについて検討が必要です。 

 

❸経常費用の増加への対策 

○原因と今後の対策 

施設・設備の老朽化に伴い、修繕費等の経費が増加する見込みです。さらに、物価高および労

務費単価の上昇の影響を受け、経常費用が増加する可能性があります。 
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3．施設の状況 

本村の水道施設は簡易水道９つの区域（高根・広瀬・瀬辺地・郷沢・蓬田・宮本・阿弥陀川・長

科・中沢）を対象とし、計画給水人口は3,800人、計画給水量は一日最大で1,300㎥となっており

ます。浄水施設は１箇所のみであり、地下水を水源として供給を行っております。 

2023（令和５）年度末時点では、導水および送水配水管の総延長は38,378mに達し、その大

部分は 1999（平成11）年から2003（平成15）年の間に敷設されています。配水管等の標準耐用

年数は40年であり、現在の経過年数は20年から25年となります。そのため、現在までに大きな老

朽化等の対策は実施していません。今後は老朽化への対応ならびに耐震化など災害に強いインフ

ラの強靭化が求められます。 

これらの施設管理は集中監視システムの導入や民間業者への業務委託による効率化を図って

おり、保有する能力を考慮すると、生活環境の整備や各種産業の振興発展に伴う需要増加にも一

定の対応が可能な状況です。しかしながら、砂礫などの軟弱地盤に配水管を敷設せざるを得ない

地域もあり、既存配水管の老朽化対応に加え、将来的な視野に立った耐震化および強靭化が必

要となります。 

さらに、安全で安心な水道水の安定供給を確保するためには、日常の維持管理の徹底と洗浄機

能の一層の強化が重要です。 
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１．有収水量及び料金収入の予測 

（１）有収水量の予測 

経営戦略の改定に際し、総人口及び給水人口については、国立社会保障・人口問題研究所（略

称: 社人研）を基に算出しました。また、年間有収水量については、過年度の実績から１世帯当たり

有収水量を設定し推計しました。 

 

■有収水量の予測のための前提条件 

●総人口及び給水人口 

2023（令和５）年に公表した国立社会保障・人口問題研究所（略称: 社人研）における人口

推計の減少率により算定しました。 

普及率は2023（令和５）年度の95.0％を維持するものとして算出しました。 

 

●給水世帯 

2019（令和元）年度から2023（令和５）年度の給水世帯減少率平均に基づき算出しました。 

 

●年間有収水量 

2021（令和3）年度から2023（令和5）年度までの1世帯当たりの平均有収水量に基づき、給

水世帯予測を加味して算出しました。 

 

  

Ⅲ 今後の予測と経営の基本方針 
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■図表 3-1 総人口及び給水人口、給水世帯の予測          （単位：人、世帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■図表 3-2 有収水量の予測                       （単位：㎥） 
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（２）料金収入の予測 

給水世帯、有収水量の予測に基づき、2023（令和5）年度の料金単価（㎥／円）実績のまま推

移した場合の料金収入について試算を行いました。結果は次のとおり、料金収入は減少傾向となり

ます。 

なお、予測に当たっては、本戦略の計画期間である2034（令和16）年度までとしています。 

 

■図表 3-3 料金収入の予測                       （単位：千円） 
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２．組織の予測 

これまで通り、簡易水道所管担当で維持及び管理を行います。 

 

３．現状の課題 

これまで行ってきた検証に基づき、課題を整理すると次のとおりとなります。 

 

○人口及び世帯数の減少を踏まえた経営戦略が必要 

○水道施設の老朽化・耐震化対策 

○水道施設の老朽化・耐震化に向けた投資計画が必要 

○定期的な料金体系の検証と計画的な料金改定 

○一般会計繰入金の縮減 

○公営企業会計移行による財務基盤の強化 
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４．経営の基本方針と目標 

水道事業を取り巻く環境から様々な課題を克服するために設定した４つの経営の基本方針から、

目指すべき経営ビジョン（将来像）を次のように掲げます。 

 健全な事業運営に基づき、災害にも必要な生活用水を確保できる施設づくりを推進し、安心でき

る水道水を安定して供給するとともに、迅速で快適な給水サービスを行って、需要者が満足する水

道事業を目指します。 

 

≪蓬田村簡易水道事業経営ビジョン≫ 

需要者が満足する快適な給水サービス安定した水道事業を目指して 

 

【経営の基本方針】 

（1） 安心・快適な給水の確保 

（2） 災害に強い水道施設の構築 

（3） 水道の運営基盤の強化 

（４） 環境にやさしい水道の構築 

 

経営ビジョンや基本方針達成には財政基盤の強化が不可欠です。このため、本戦略期間におい

ては、次の数値目標を設定し、経営を進めます。 

 

【数値目標】 

目標値❶計画終期までに経常収支比率 100％ 

簡易水道事業において、健全な経営を進めるためにも本計画期間である 2034（令和 16）年度ま

でに経常収支比率 100％を継続します。 

目標値❷計画終期までに他会計補助金を令和６年度予算の 20％以上の削減 

簡易水道事業において、一般会計からの負担軽減のために令和６年度予算の２０％以上の削減を

行います。 
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１．投資・財政計画の計算根拠 

（１）収益的収支 

投資・財政計画の収益的収支（簡易水道施設等を維持管理するためにかかる収支）を推計する

に当たっては、前章で示した予測に基づいて算出しています。ただし、動力費、修繕費等について

は今後の物価上昇を見込んでいます。 

投資・財政計画は30年間のシミュレーションを行いますが、このうち本戦略の計画期間である

2034（令和16）年度までの１０年間分を掲載します。 

 

（２）資本的収支 

投資・財政計画の資本的収支（簡易水道施設等を改築及び更新するために要する収支）を推計

するに当たり、前章で示した予測に基づき算出しています。 

収益的収支同様に、投資・財政計画は３０年間のシミュレーションを行い、このうち本戦略の計画

期間である2034（令和16）年度までの１０年間分を掲載します。 

 

２．投資・財政計画（シミュレーション） 

今後の厳しい経営環境の中で目標達成に向けては、取組を明確にするとともに、今後経営に対

する管理をより一層厳格化する必要があります。 

そこでまず、今後の経営を見通すうえで、シミュレーションを行います。 

 

Ⅳ 投資・財政計画
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（２）投資・財政計画（収支計画）における今後の取組の概要 

シミュレーションを行った結果、P2１に示した目標値に対しての見込は次のとおりです。 

 

目標値❶計画終期までに経常収支比率 100％・・・計画期間内に達成 

目標値❷他会計補助金の 20％削減・・・計画期間内に達成 

 

人口減少に伴う料金収入の減少が予想される一方で、企業債が完済されることや減価償却費

の減少により、経常収支比率は100％以上で推移する見込みです。加えて、主に企業債元金の償

還および支払利息に充てられていた他会計補助金も、企業債の完済に伴って減少傾向となるため、

2024（令和6）年度予算を基準とすると、計画終期の2034（令和16）年度には20％以上の削減

が見込まれます。 

しかしながら、今後は水道施設の老朽化対策および長寿命化、耐震化に向けた対策が必要とな

ります。さらに、計画期間内には今後の更新計画を含めた施策の策定を行う予定です。 

 

（３）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明 

投資・財政計画の推進に向けて、次の❶から❻の取組を実施することとします。 

これらの取組は、健全な企業経営及び安定した事業運営に大きく影響していくものであることか

ら、これら取組を実施した結果として、「経常収支比率１００％以上維持」、「他会計補助金の２０％

削減」を達成することを目標・指標として設定します。 

 
❶投資の最適化・平準化 

施設・設備及び管路の更新や補修は、重要度・優先度・老朽度に応じた施設整備計画又は管路

更新計画を策定し、事業に対する投資の最適化・平準化に努めていきます。 

なお、施設整備計画では、施設規模の適正化についても検討していきます。 

また、事業に対する投資にあたっては、以下の留意事項を念頭に置いて実施していきます。 

 

○アセットマネジメント計画 

中長期の更新需要や財政収支の見通しを把握し、施設の耐用年数及び更新財源としての企業

債の償還期間を考慮しながら、３０～50年程度の長期的視点に立った計画により、投資の適正

化・平準化を図っていきます。 
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■投資実施の際の留意事項 

〇今後の維持管理費用（ランニングコスト）の低減化 

〇総務省が推進する広域化・共同化 

〇PPP／PFIの推進（民間活力の活用） 

〇省エネルギー(脱炭素化)を目指した設備等の導入 

〇地域振興に寄与する用地の活用等 

〇国の推進する脱炭素化、省エネルギー、広域化等に対する補助金等の確保  

 

❷投資以外の経費の抑制 

以下の投資以外の経費は、日常的又は経常的な経費であることから、毎年度の支出を抑制して

いくことが健全な経営を継続していくカギとなってきます。 

このため、経費の抑制を図るため、以下に記載の取組を進めていきます。 

 

■投資以外の経費の抑制について 

〇動⼒費  

動⼒費は、主に浄水場等での支出の割合が高くなっているため、機器更新の際には省エネ機

器の導⼊を検討していきます。 

〇薬品費、修繕費、委託料等 

包括的民間委託によるコストの削減を検討します。 

 

❸水道料金の検証・見直し 

給水人口が減少していく中、健全な経営を継続していくためには、現状の水道料金が適切であ

るかどうかの検証と、この検証を踏まえた料金の見直しの検討が重要であることから、これを随時

行っていきます。 

■総務省が求める計画的な料金水準（水道料金）の改定に向けての留意事項 

・社会情勢、経営環境の変化に応じて適切な料金となるよう、３年から５年内の経営戦略の改定の

際に料金水準等を検証し、必要な改定の検討を行うこと。その際、施設の老朽化の実態や経営の将

来見通しについて、住民や議会にわかりやすく公表し議論すること。  

 

・総括原価主義の原則に基づき、狭義の原価に事業報酬を加えた原価を基礎とすること。その際、

経営改善・合理化を一層徹底し原価を極力抑制するとともに、特に水道事業や下水道事業など将来

にわたって安定的に事業を継続する必要がある事業については、施設の計画的な更新の原資を確保

するため、事業報酬として必要な資産維持費を算定することを検討すること。  
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・人口減少等の経営環境の変化に対応するため、将来にわたり健全な経営を確保できる水準とする

とともに、料金体系（例えば、基本料金と従量料金の比率等）についても適切に配意すること。 

 
❹簡易水道事業の理解促進に向けた広報及び啓発活動 

簡易水道事業の事業内容や経営状況等について、多くの住民からより一層の理解を得るため

に、広報及び啓発活動の推進を図り、理解促進に努めます。 

また、村内小学校からの職場体験の一環として浄水施設見学の申込みを受け付ける取組も継

続していきます。 

 

❺人材の育成等 

今後、限られた職員数で安定的した事業運営をしていくためには、職員の新しい技術の習得に

加え、これまで培った技術の継承などによるスキルアップと公営企業の経営に対して高い意識を持

った職員の育成が重要かつ不可欠であることから、積極的な人材育成に取り組んでいきます。  

水道施設等のインフラ資産の更新が今後も一定量継続される状況にあっては、水道事業の職務

経験のある職員の再配置など、人事部局と協議・連携を図っていきます。 

 

❻上記以外のその他の取組 

上記以外のその他の取組については、以下のとおりです。 

■その他の取組 

〇ウォーターPPP導入検討による管路更新、維持管理など複数業務の包括委託等の検討 

〇青森県水道広域化推進プランに基づいた水道広域化の検討 

ウォーターPPPは、国で定めた「PPP/PFI推進アクションプラン（令和5年改定版）」において推

進しているものです。PPP/PFIとは、公共の施設とサービスに民間の知恵と資金を活用する手法

であり、水道分野を対象とした官民連携方式で、コンセッション（公共施設等運営事業）方式と、

「管理・更新一体マネジメント方式」を合わせた総称です。 

今後、給水人口の減少、施設・設備等の老朽化などにより見込まれる厳しい経営環境に対応し、

持続可能な水道事業を維持していくためには、水道施設の維持管理、運営等を行政と民間が連携

して行うウォーターPPPを推進し、民間の創意工夫等を活用し、財政資金の効率的使用や行政の

効率化を図っていくことも必要になります。このため、管路更新、維持管理などの複数業務の包括

委託等についても検討していきます。また、2023（令和5）年3月に策定された「青森県水道広域

化推進プラン」に基づき水道の広域化についても検討を進めていきます。 
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１．経営推進体制 

本戦略における取組は、建設課を中心として実施します。進捗状況については、建設課で情報

収集及び進捗管理を行い、村長部局と協議します。 

また、建設課が事務局となり議会や住民等に対し意見等を求め推進します。 

 

■図表 5-1 経営推進体制イメージ 

 

 

 

 

 

  

Ⅴ 経営戦略の遂行に向けた取組体制 

議会

住民等

建設課

連携🔃 ←
財政担当 人事担当 意見

村長
提案・報告

→
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２．PDCA サイクルの実行 

経営戦略はＰＤＣＡサイクルにおける計画（Plan）に位置付けられます。今後は実行（Do）、検証

（Check）、改善（Action）等のPDCAサイクルを確実に実施することが重要です。  

検証においては、経営比較分析表を毎年度作成し、経営指標を⽤いた経営分析や類似団体と

の比較分析を行います。 

また、議会へ定期的に経営状況を報告し、意見を求める等、チェック機能の充実を図ります。こ

れらのPDCAサイクルにより経営状況を的確に把握し、経営の健全化及び効率化に取り組んでい

きます。 

なお、ＰＤＣＡのサイクルイメージは次の図のとおりです。 

 

■図表 5-2 PDCA サイクルイメージ 

 

 

  

Action Plan
（改善） （計画）

施策と目標の見直し 経営戦略の改定

Check Do
（検証） （実行）

達成度の評価と検証 目標達成に向けた

事業実施
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３．次回以降の見直し 

本戦略の次回以降の見直しについては、料金の妥当性の検証及び検討や投資計画の進捗等、

経営の変化にあわせて、２０２９（令和１１）年度から定期的に行います。 

なお、自然災害等の突発的な事象があれば、次のスケジュールに関わらず適宜見直しを行うこと

とします。 

また見直し及び検討に当たっては、議会等意見を求めます。改定後は広く村民等へ公表するこ

ととします。 

 

■図表 5-3 経営戦略の見直し・検討スケジュール 
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